
近年、大都市圏を中心として、窒素酸化物（NOx）による大気汚染が深刻化しています。今後も年々

高まると予想される大気浄化技術へのニーズに応えるために、低コストで環境負荷の小さい浄化技術

の確立を目指し、土壌通気と微生物分解技術を組み合わせた大気浄化システムの研究開発を行ってい

ます。

研究の目的

汚染大気中の窒素酸化物（NOx）のうち、二酸化窒素（NO2）は水溶性のため土壌通気時に土壌水分

に溶解させることで除去できます。水に溶けたNO2は硝酸イオン（NO3-）へ変化し、微生物分解槽に

送られ分解されます。微生物は、NO3-と有機物を体内へ取り入れ、無害な窒素と炭酸ガスに分解しま

す。一酸化窒素（NO）は水にほとんど溶解しないため、吸気部分で特殊酸化材を用いてNO2に酸化さ

せるか、土壌槽通過後に活性炭へ吸着させて除去します。汚染大気中の浮遊粒子状物質（SPM）は、

土壌間隙に吸着させ除去します。

技術の説明

現在のシステムでは土槽１ｍ2あたり処理風量100ｍ3/ｈの稼動条件で、NO2の90％以上、NOの60

～80％を除去可能です。今後はさらに処理風量を増加させ、浄化性能の長期的な維持を図っていきま

す。また、微生物分解を行う限界処理量を見極め、システム全体の耐久性およびコストを決定する予

定です。

主 な 結 論
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土壌通気による浄化システムの概要図
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